
北地区

地区別市政懇談会　当日質疑応答用紙一覧　北地区

質問事項 担当課

1
ヤマビル対策について、市として

の対応状況の説明をお願いします。
環境保全課

2
鳥獣被害対策について、市として

の対応状況の説明をお願いします。

環境保全課

農産課

地区別に事前にあげられたテーマについて
回答

落ち葉かきなどにより、ヤマビルが生息しにくい環境を作り出すことが有効で
あるということが実証されており、里山の再生整備、耕作放棄地の解消などを通
じて対策を行っています。

各種関係団体の皆様、地元の皆様の協力による、草刈り、落ち葉かき、局所的
な薬剤散布などの活動を支援しており、他地域を合わせ、１０地域で環境整備活
動が実施されています。

また、ヤマビルの運搬動物であるニホンジカなど、鳥獣対策も合わせて行って
います。

今後も地域の皆様の主体的な取り組みに対し、引き続き県の補助金を使い積極
的な支援をしていきたいと考えています。

北地区における有害鳥獣による農業被害額は平成２３年度は６７０万円であ
り、前回調査の２０年度に比べ２８万円ほど減少しています。

主な対策として、市や県の補助事業による、銃器による捕獲、捕獲檻の設置、
防護柵の設置などを行っているところです。また、畑などにおける農産物の被害
軽減のため、農業生産組合を中心とした組織が設置している防除ネットへの支援
を行いました。

今後も、従来の柵の設置等による被害防止、広域獣害防止柵の開口部への対応
強化、および銃器・檻・わな等による捕獲を効果的に推進することに加え、抜本
的な解決には里山林の整備や荒廃農地解消を併せて実施していくことが必要と考
えます。猟友会を始めとする関係団体、県等との連携を深め、戦略的・計画的な
対策を講じてまいります。
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北地区

3
新東名高速道路の工事の進捗状況

について説明をお願いします。
国県事業推
進課

質問内容 当日の回答 補足、現在の状況・今後の対応等

1

北小学校から北郵便局へ抜ける狭
隘（きょうあい）道路が通学路と
なっており、危険です。以前から改
善を要望していますが、対応はどの
ようになっていますか。

また、すぐに対応できない場合の
代替案はありますか。

道路の改良となると、地権者の方の協
力が必要になります。地道に努力して、
予算的なものを含め、改良へ向け検討し
ていきたいと考えます。

また、代替案についても、まず狭いと
ころを部分的に待避所のような形にする
など、いろいろ相談しながら、対応して
いきたいと考えています。

　当日の回答に同じ。 道路整備課

2

自宅そばの雨水側溝のグレーチン
グが落ち込んでおり、確認をしても
らいましたが、その後現状の説明が
ありません。

　場所を確認し、現状を調べます。 　下水道施設課において対応中です。 道路管理課

当日の質疑応答について

　事業用地の取得率は現在市全体では７４％、北地区は９１％となっています。
工事については、平成２５年６月に葛葉川の左岸に沿って市道５３号線から羽

根トンネル（仮称）の西坑口付近に接続する工事用道路の建設に着手していま
す。この工事は平成２６年の春ごろに完成する予定となっています。その後、６
月ごろから、葛葉川を渡る工事用仮設橋の建設に着手し、橋の完成後、本線内を
通って、徐々に横野の方へ入っていく予定となっています。

秦野サービスエリア（仮称）の工事については平成２６年度末頃から着手する
ということですが、計画が具体的になりましたら、地元対策協議会にお諮りした
上で、PTAや地元の方々にお知らせしていきたいと考えています。

なお、用地の取得状況により、予定が変わる場合もありますので、あらかじめ
御理解下さい。
（補足）

今後も、当該事業の進捗に遅れが生じないように関係部署等との調整をしてい
きます。
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北地区

3
道路へ飛び出した生垣等への注意

は市からしてもらえるのでしょう
か。

勝手に切ることはできないので、所有
者へ対応をお願いすることになります。

住宅の生垣や樹木が道路上にはみ出
し通行に支障をきたしている場所につ
いては、市民の方からの通報等や道路
パトロールにより、当該所有者に対し
て注意喚起や指導を行っています。

道路管理課

4
防犯灯の移設を市へお願いした

が、まだ対応がされていません。
　担当部署に状況を確認します。 　対応済みです。

くらし安全
課

5

新しくできた渋沢駅前落合線は北
から水無川までが勾配が急です。歩
道に硬いポールがありますが、自転
車がぶつかると危険なので、柔らか
い材質にかえられないでしょうか。

車の乗り入れ防止のポールですが、調
査して、対応を検討させていただきたい
と思います。

　当日の回答に同じ。 道路整備課

6

防災訓練などの時に、自治会に加
入していない人への対応等が気にな
りました。自治会加入者を増やす取
り組みはありますか。

市全体の自治会への加入率は約６４％
となっています。転入して来た方には、
窓口で加入のご案内をしており、ごみ出
しなどのルールの確認も含め加入促進を
図っています。

また、自治会と協力して他自治体の先
進事例の研究なども行う予定であり、秦
野市ではどのような事が出来るか、研究
していきたいと考えています。

　当日の回答に同じ。
市民自治振
興課
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7
標高３００ｍ以下の個人所有の荒

廃した森林、竹林の整備は市として
対応するのでしょうか。

３００ｍ以下のいわゆる里山について
は、ふるさと里山事業ということで、市
で業者に委託し、整備を行います。

概ね標高３００ｍ以下の手入れが必
要な山林（広葉樹林、竹林等）は「ふ
るさと里山整備事業」により地権者と
市の２者で整備協定を締結し、一団と
してまとめて市が業者に委託し整備し
ています。

森林づくり
課

8
こども会への加入者が減ってい

る。市としての対策はあるのでしょ
うか。

広域的に連携をするなどの対応はあり
ますが、長期的な目で考えれば、抜本的
には少子化対策的な施策により、子育て
世代の転入を促進することが必要だと考
えます。

子どもの減少、習い事の増加、地域
コミュニティの希薄化など様々な要因
があると思いますが、役員の負担感も
原因の一つではないかと考えます。こ
れを軽減できる、または支援するシス
テムを皆で考え、こども会を無くすと
いう結論の前に、隣の子ども会を統合
させるなど、地元と市が一緒になって
存続について行動していかなければな
らないと考えます。

こども育成
課

9
個人的な鳥獣対策としての防護

ネットや柵への補助の予定はありま
すか。

広域的に行うことが効果的と考えてい
ますので、個人への支援は今のところ予
定はありません。

　当日の回答に同じ。 農産課

10

ヤマビル対策について、市の配布
資料では、市が行ったようになって
います。しかし、現実は市ではなく
市民がやっています。そのような表
記にしてもらいたいと思います。

市の事業と、皆さんにやって頂いてい
る部分を、分かり易い表記にするよう整
理したいと思います。

　当日の回答に同じ。 環境保全課
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11

以前は公民館の講習会などの行事
は「ＰＬＡＮＥＴかながわ」に出て
いたが、最近掲載されなくなりまし
た。

また、公民館以外のイベントにつ
いてもインターネットで、市のイベ
ント情報が一目で検索できるように
することはできないでしょうか。
※「PLANETかながわ」とは神奈川県
内の公民館等生涯学習情報を検索で
きるWEBページのこと

貴重なご提案として、担当部署へお伝
えします。

「ＰＬＡＮＥＴかながわ」へは現在
も講座情報などを掲載しています。県
によると平成２５年３月にホームペー
ジのデザインを一新したということで
す。トップページの「教室・講座」か
ら検索できます。

また、市民活動情報は広報はだの
「みんなの伝言板」にも掲載していま
すが、平成２４年２月に秦野市公式
ホームページをリニューアルし、トッ
プページに「イベントカレンダー」と
いうカテゴリーを設けて日程やイベン
ト等による検索が可能になりました。
既に一部公民館で掲載していますの
で、今後全ての公民館の掲載を検討し
ていきます。

生涯学習課

広報課

12
ヤマビルに対する薬剤みたいなも

のはないでしょうか。あるとすれば
値段は高価なのでしょうか。

殺ヒル剤として市販のものがありま
す。定価ベースでは２,４００円です
が、市で直接注文し１,７００円程での
入手が可能となっています。

また、ホームセンター等ではもっと低
価格のものもあると聞いている。ディー
トという成分が入っていれば安全で効果
があるものになる。

　当日の回答に同じ。 環境保全課

13

地元で年に１回、葛葉川の清掃し
ていますが、土砂が堆積し、草や木
の繁茂が激しく不法投棄も見られま
す。川を本来の姿にするためにも、
河床に溜まった堆積物の除去を県に
要望して貰いたいと思います。

　まず、現地を確認させて頂きます。

河川管理者と現地確認を行いまし
た。堆積の状況は見受けられました
が、河川断面から緊急性は低いとのこ
とです。今後も河川のパトロール等で
経過を見ていくとのことです。

国県事業推
進課
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